
 

1 
 

旧 新 備考 

 
 

 

 

 

 

車線監視制御装置～車線サ－バ間 

（スマ－トIC用2G） 

インタフェ－ス仕様書 

 

施仕第2124223－21(2G)号 

 

 

 

 

 

 

 

令和36年 7月 

 

 

 

東日本高速道路株式会社 

中日本高速道路株式会社 

西日本高速道路株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2 
 

旧 新 備考 

 

 

車線監視制御装置～車線サ－バ間(スマ－トIC用2G) 

インタフェ－ス仕様書(目次)目   次 

1． 総則 ...................................................................... 1 

1-1 目的 .................................................................... 1 

1-2 適用範囲 ................................................................ 1 

1-3 プロトコルスタック ...................................................... 2 

1-4 エンディアン ............................................................ 2 

2． 関連文書 .................................................................. 3 

3． ネットワ－ク形態・プロトコル .............................................. 4 

3-1 論理的接続形態 .......................................................... 4 

3-2 接続プロトコル .......................................................... 4 

3-2-1 IPアドレス・ホスト名 ................................................ 4 

3-2-2 ポ－ト番号の割り当て ................................................ 4 

4． 送受信情報 ................................................................ 5 

4-1 基本フォ－マット ........................................................ 5 

4-2 デ－タ種別一覧 .......................................................... 7 

5． デ－タ部詳細 .............................................................. 8 

5-1 情報要求（イニシャライズ） .............................................. 8 

5-2 情報要求(リフレッシュ) .................................................. 9 

5-3 個別制御 ................................................................ 10 

5-4 車線サ－バ間連携（下り） ................................................ 12 

5-5 監視イベント ............................................................ 13 

5-6 ヘルスチェック情報 ...................................................... 19 

5-7 車両デ－タ（第1ゲ－ト） ................................................ 20 

5-8 車両デ－タ（第2/退出路ゲ－ト） .......................................... 25 

5-9 車両デ－タ（退出路ゲ－ト） .............................................. 27 

5-10 車線サ－バ間連携（上り） ............................................... 29 

5-11 再通信指示 ............................................................. 30 

5-12 ヘルスチェック情報 ..................................................... 31 

5-13 再通信指示応答 ......................................................... 32 

6． 通信シ－ケンス ............................................................ 33 

6-1 接続シ－ケンス .......................................................... 33 

6-2 電文シ－ケンス詳細 ...................................................... 34 

6-2-1 イニシャライズシ－ケンス ............................................ 37 

6-2-2 ヘルスチェックシ－ケンス ............................................ 38 

6-2-3 個別制御シ－ケンス .................................................. 40 

6-2-4 監視イベント通知シ－ケンス .......................................... 42 

6-2-5 車両デ－タ通知シ－ケンス ............................................ 43 

6-2-6 リフレッシュシ－ケンス .............................................. 44 

 

 



 

3 
 

旧 新 備考 

 

 

6-2-7 回線リカバ－シ－ケンス .............................................. 45 

6-2-8 再通信イニシャライズシ－ケンス ...................................... 50 

6-2-9 再通信ヘルスチェックシ－ケンス ...................................... 51 

6-2-10 再通信シ－ケンス ................................................... 53 

6-2-11 車線サ－バ間連携シ－ケンス ......................................... 56 

7． 規定値一覧 ................................................................ 58 

8． 実装における補足 .......................................................... 58 

付属資料A ETC標準機能分担表 

付属資料B ETC装置間デ－タフロ－ 

付属資料-1 ETCシステム相互接続試験内容 
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西日本高速道路株式会社    令和36年  7月 
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1． 総則 

 

1-1 目的 

本仕様書は、車線監視制御装置と車線サ－バ間のデ－タ伝送について、その制御及び伝

送フォ－マットを記述する。 

 

1-2 適用範囲 

 

本インタフェ－ス仕様の適用範囲を以下に示す。 

 

 

 

 

図1-2.1 適用範囲 
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2． 関連文書 

以下に関連文書を示す。なお、最新版の版数等は特記仕様書に定めるものとする。 

 

（1）ETC監視中央局～車線監視制御装置間(スマ－トIC用2G)インタフェ－ス仕様書  

 (2) 集約監視制御装置～車線監視制御装置間(スマ－トIC用2G)インタフェ－ス仕様書 
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3． ネットワ－ク形態・プロトコル 

 

3-1 論理的接続形態 

車線監視制御装置と車線サ－バ間では、1本の論理回線を設ける。 

 

3-2 接続プロトコル 

車線監視制御装置と車線サ－バ間の通信はTCP/IPのソケット通信を基本とする。 

車線監視制御装置は最大8台の車線サ－バと通信が行えるものとする。 

 

3-2-1  IPアドレス・ホスト名 

IPアドレス、ホスト名を表3-2-1.1のとおり定義する。 

 

表3-2-1.1 各システムのホスト名、及びIPアドレス 

 

3-2-2  ポ－ト番号の割り当て 

ポ－ト番号の割り当てを表3-2-2.21のとおり定義する。 

 

表3-2-2.21 ポ－ト番号の割り当て 

ポ－ト種別 
ポ－ト番号  

(注1) 
用途 

車線監視制御装置～車線サ－

バ間通信ポ－ト 

（内容は契約後開示と

する） 

車線監視制御装置→車線サ－バデ－タ 

車線監視制御装置←車線サ－バデ－タ 

車線監視制御装置～車線サ－

バ間再通信処理通信ポ－ト 

（内容は契約後開示と

する） 

車線監視制御装置→車線サ－バデ－タ 

車線監視制御装置←車線サ－バデ－タ 

注1：車線監視制御装置側の接続待ちポ－ト番号（Listen時のポ－ト番号）を示す。 

ポ－ト番号は車線サ－バ毎にユニ－クな番号とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

システム名称 ホスト名 IPアドレス 

車線監視制御装置 （内容は契約後開示とする） IC毎に管理されているアドレスを使用する 

車線サ－バ （内容は契約後開示とする） IC毎に管理されているアドレスを使用する 
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4-2 デ－タ種別一覧 

 

(1) 車線監視制御装置～車線サ－バ間 

 ｺ－ﾄﾞ 名称 内容 

下

り

情

報 

01h 情報要求 

(イニシャライズ) 

初期起動時、最新の状変状態を取得するため、表示状変情報

を要求するデ－タ。 

02h 情報要求 

(リフレッシュ) 

最新の状変状態を取得するため、表示状変情報を要求するデ

－タ。 

30h 個別制御 車線サ－バに対し制御指示を行うためのデ－タ。 

70h 

(注1) 

 

車線サ－バ間連携 

（下り） 

環道型SIC において、退出路ゲ－トの退出処理を行うため、

車線サ－バに対し送信する信号デ－タ。 

上

り

情

報 

14h 監視イベント 車線サ－バの異常状態・運用状態を通知するためのデ－タ。 

22h ヘルスチェック情報 定期的に車線サ－バが稼動していることを通知するデ－タ。 

60h 車両デ－タ 

（第1ゲ－ト） 

車線サ－バの車両デ－タ（第1ゲ－ト）を通知するためのデ

－タ。 

61h 車両デ－タ（第2/退出路ゲ

－ト）(注2) 

車線サ－バの車両デ－タ（第2/退出路ゲ－ト）を通知するた

めのデ－タ。 

62h 

(注1) 

 

車両デ－タ 

（退出路ゲ－ト） 

車線サ－バの車両デ－タ（退出路ゲ－ト）を通知するための

デ－タ。 

80h 

(注1) 

 

車線サ－バ間連携 

（上り） 

環道型SIC において、退出路ゲ－トの退出処理を行うため、

車線サ－バが送信する信号デ－タ。 

注1：環道型SICに適用する。 

注2：環道型SICでは車両デ－タ（第2ゲ－ト）とする。 

 

(2) 車線監視制御装置～車線サ－バ間再通信処理 
 ｺ－ﾄ゙  名称 内容 

下

り

情

報 

40h 再通信指示 車線サ－バに対し再通信指示を行うための指示デ－タ。 

上

り

情

報 

22h ヘルスチェック情報 定期的に車線サ－バが稼動していることを通知するデ－タ。 

4Fh 再通信指示応答 再通信指示を車線サ－バが受け付けたかどうかを応答する。 
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②デ－タ部フォ－マット 
オフセット 

フィ－ルド名 
サイズ 

型式 値 
（Byte） （Byte) 

0 モ－ド切替フラグ 1 BIN 1：RSU1制御 

        2：RSU2制御(注1) 

        3：車線サ－バ制御 

        4：発進制御機1制御 

        5：予備1 

        6：閉鎖モ－ド制御（オプション） 

        7：運転モ－ド制御 

        8：強制流出モード制御予備2 

        9：予備23 

        10：予備34 

  
  

    
11：発進制御機2制御 

12：発進制御機3制御 

1 RSU1制御コマンド 1 BIN 1：RSU1 ON(運用) 

        2：RSU1 OFF(休止) 

2 RSU2制御コマンド(注1) 1 BIN 1：RSU2 ON(運用) 

        2：RSU2 OFF(休止) 

        未使用時は0 

3 車線サ－バ制御コマンド 1 BIN 1：車両管理クリア（第1ゲ－ト） 

  

  

    

2：車線サーバリセット（予備）ソフトウ

ェア遠隔再起動(オペレーティングシス

テム等による再起動) 

  
  

    
3：車両管理クリア（第2ゲ－ト/退出路

ゲ－ト）(注2) 

        4:車両退出(第2ゲ－ト) 

        5:車両退出(退出路ゲ－ト) 

        6:車両退出完了(第2ゲ－ト) 

        7:車両退出完了(退出路ゲ－ト) 

        8:車両管理クリア（退出路ゲ－ト）(注3) 

4 発進制御機1制御コマンド 1 BIN 1：発進制御機 自動 

        2：発進制御機 手動開 

        3：発進制御機 復帰 

        4：発進制御機 復帰中断 

        未使用時は0 

5 予備１ 1 BIN 常時0 

6 
閉鎖モ－ド制御コマンド（オプ

ション） 

1 
BIN 0：閉鎖解除/不定 

        1：閉鎖 

7 運転モ－ド制御コマンド 1 BIN 1：通常運転 

        2：保守運転 

        3：試験運転 

        4：待機モ－ド 

        5：予備 

8 発進制御機2制御コマンド 1 BIN 1：発進制御機 自動 

        2：発進制御機 手動開 

        3：発進制御機復帰 

        4：発進制御機 復帰中断 

        未使用時は0 

9 発進制御機3制御コマンド 1 BIN 1：発進制御機 自動 

        2：発進制御機 手動開 

        3：発進制御機復帰 

        4：発進制御機 復帰中断 

        未使用時は0 

10 予備 21 BIN 常時 0 
 合計 32 Byte  

 

注1：RSU2は車両管理アンテナ（オプション）とする。 

注2：環道型SICでは車両管理クリア（第2ゲ－ト）とする。 

注3：環道型SICに適用する。 
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オフセット 

フィ－ルド名 
サイズ 

型式 値 
（Byte) （Byte） 

40 車線サ－バ状態 路側表示器回線異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

41   ナンバ－プレ－ト読取装置回線異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

42   電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

43   保守点検中 1 BIN 00h：通常、01h：保守点検中 

44   温度又はファン異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

45   中扉開(筐体) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

46   外扉開(路側I/F集約部) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

47   予備 11 BIN 常時 0 

59   ETC処理デ－タ送信異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

60   予備 4 BIN 常時 0 

  車線サ－バ 運転モ－ド   

BIN 

1：通常運転 

  モ－ド     2：保守運転 

64     1 （3：試験運転） 

        4：待機モ－ド 

        5：予備 

65   予備 1 BIN 常時 0 

66   閉鎖モ－ド（オプション） 1 BIN 常時 0 

67   予備 12 BIN 常時 0 

80 
車線サ－バ 

車両管理異常種別 
S1センサ異常（SS1状態遷移異常） 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

81   
車両検知器間存在可能車両最大数超過

（SS1－SS3車両台数異常） 
1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

82   
車両検知器間存在可能車両最大数超過

（SS3－SS5車両台数異常） 
1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

83   

車両検知器間存在可能車両最大数超過

（SS3－SS4(対向車線)車両台数異常）(注

4) 注：4 

1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

84   予備 1 BIN 常時0 

85   
車種判別結果不一致（車線ずれ）（オプシ

ョン） 
1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

86   車種補正異常（車軸ずれ）（オプション） 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

87   
車両番号不一致（車番ずれ）（オプショ

ン） 
1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

88   
レ－ン内車両タイムアウト（SS1－SS2、

SS2－SS3タイムアウト） 
1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

89   予備 1 BIN 常時0 

90   予備 1 BIN 常時0 

91   予備 1 BIN 常時0 

92   予備 1 BIN 常時0 

93   予備 1 BIN 常時0 
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オフセット 

フィ－ルド名 
サイズ 

型式 値 
（Byte) （Byte） 

94   予備 1 BIN 常時0 

95   
その他（0bit～14bitに該当しないも

の） 
17 BIN 常時 0 

112 発進制御機1状態 駆動部異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

113   電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

114   ケ－ブル異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

115   バ－リリ－ス検知 1 BIN 00h：正常、01h：バ－リリ－ス 

116   開アラ－ム(注2) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

117   保守点検中 1 BIN 00h：通常、01h：保守点検中 

118   開(注1) 1 BIN 01h：開 

119   閉(注1) 1 BIN 01h：閉 

120   制御モ－ド 1 BIN 00h：自動、01h：手動開 

121   手動中 1 BIN 00h：自動中、01h：手動中 

122   バ－リリ－ス復帰中 1 BIN 00h：正常、01h：復帰中 

123   バ－リリ－ス復帰異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

124   バ－リリ－ス非常停止中 1 BIN 00h：正常、01h：非常停止中 

125   予備 3 BIN 常時 0 

128 路側表示器状態 制御処理部異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

129   表示部異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

130   電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

131   保守点検中 1 BIN 00h：通常、01h：保守点検中 

132   予備 4 BIN 常時 0 

136 案内表示板状態 制御処理部異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

137 （オプション） 表示部異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

138   電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

139   保守点検中 1 BIN 00h：正常、01h：保守点検中 

140   予備 4 BIN 常時 0 

144 ETC車線表示板状態 制御処理部異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

145 （オプション） 表示部異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

146   電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

147   保守点検中 1 BIN 00h：通常/不定、01h：保守点検中 

148   手動中 1 BIN 00h：自動中/不定、01h：手動中 

149   予備 11 BIN 常時 0 

160   ETC専用 1 BIN 01h：ETC専用/不定 

161   ETC/一般 1 BIN 01h：ETC/一般/不定 

162   一般 1 BIN 01h：一般/不定 

163   閉鎖中 1 BIN 01h：閉鎖中/不定 

164   試験中 1 BIN 01h：試験中/不定 

165   信号灯・青 1 BIN 01h：青信号 

166   信号灯・赤 1 BIN 01h：赤信号 

167   予備2 1 BIN 01h：予備2 

168   予備3 1 BIN 01h：予備3 

169   無表示 1 BIN 01h：無表示 

170   予備 6 BIN 常時0 
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オフセット 

フィ－ルド名 
サイズ 

型式 値 
（Byte) （Byte） 

176 車両検知器SS1状態 車両検知部切離中(上段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

177   車両検知部切離中(中段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

178   車両検知部切離中(下段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

179   進入・退出検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

180   予備 1 BIN 常時 0 

181   車軸検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

182   後退検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

183   軸センサ精度低下(注2) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

184   融雪機能電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

185   電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

186   保守点検中 1 BIN 00h：通常/不定、01h：保守点検中 

187   予備 5 BIN 常時 0 

192 車両検知器SS2状態 車両検知部切離中(上段) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

193   車両検知部切離中(中段) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

194   車両検知部切離中(下段) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

195   進入・退出検知機能異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

196   予備 1 BIN 常時 0 

197   予備 1 BIN 常時 0 

198   後退検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

199   予備 1 BIN 常時 0 

200   融雪機能電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

201   電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

202   保守点検中 1 BIN 00h：通常、01h：保守点検中 

203   予備 5 BIN 常時 0 

208 車両検知器SS3状態 車両検知部切離中(上段) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

209   車両検知部切離中(中段) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

210   車両検知部切離中(下段) 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

211   進入・退出検知機能異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

212   長尺積載物検知機能異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

213   予備 1 BIN 常時 0 

214   予備 1 BIN 常時 0 

215   予備 1 BIN 常時 0 

216   融雪機能電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

217   電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

218   保守点検中 1 BIN 00h：通常、01h：保守点検中 

219   予備 5 BIN 常時 0 

224 車両検知器SS4状態 車両検知部切離中(上段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

225   車両検知部切離中(中段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

226   車両検知部切離中(下段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

227   進入・退出検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

228   長尺積載物検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

229   予備 1 BIN 常時 0 

230   予備 1 BIN 常時 0 

231   予備 1 BIN 常時 0 

232   融雪機能電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

233   電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

234   保守点検中 1 BIN 00h：通常/不定、01h：保守点検中 

235   予備 5 BIN 常時 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12 
 

旧 新 備考 

 

 
オフセット 

フィ－ルド名 
サイズ 

型式 値 
（Byte) （Byte） 

240 車両検知器SS5状態(注5) 車両検知部切離中(上段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

241   車両検知部切離中(中段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

242   車両検知部切離中(下段) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

243   進入・退出検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

244   長尺積載物検知機能異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

245   予備 1 BIN 常時 0 

246   予備 1 BIN 常時 0 

247   予備 1 BIN 常時 0 

248   融雪機能電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

249   電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

250   保守点検中 1 BIN 00h：通常/不定、01h：保守点検中 

251   予備 5 BIN 常時 0 

256 ブ－ス内表示器 電源断 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

257 状態(未使用) 予備 15 BIN 常時 0 

272 レ－ン上操作機 電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

273 状態(未使用) 閉鎖/閉鎖解除(注3) 1 BIN 00h：閉鎖解除/不定、01h：閉鎖 

274   予備 14 BIN 常時 0 

288 
ナンバ－プレ－ト読取装置状

態 
ナンバ－プレ－ト撮像部異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

289 (オプション) 情報処理部異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

290   電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

291   保守点検中 1 BIN 00h：通常/不定、01h：保守点検中 

292   予備 12 BIN 常時 0 

304 発進制御機2状態 駆動部異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

305   電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

306   ケ－ブル異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

307   バ－リリ－ス検知 1 BIN 00h：正常/不定、01h：バ－リリ－ス 

308   開アラ－ム(注2) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

309   保守点検中 1 BIN 00h：通常/不定、01h：保守点検中 

310   開(注1) 1 BIN 01h：開/不定 

311   閉(注1) 1 BIN 01h：閉/不定 

312   制御モ－ド 1 BIN 00h：自動/不定、01h：手動開 

313   手動中 1 BIN 00h：自動中/不定、01h：手動中 

314   バ－リリ－ス復帰中 1 BIN 00h：正常/不定、01h：復帰中 

315   バ－リリ－ス復帰異常 1 BIN 00h：正常、01h：異常 

316   バ－リリ－ス非常停止中 1 BIN 00h：正常、01h：非常停止中 

317   予備 3 BIN 常時 0 
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旧 新 備考 

 

 

オフセット 

(Byte) 
フィ－ルド名 

サイズ 

(Byte) 
型式 値 

320 発進制御機3状態 駆動部異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

321  電源断 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

322  ケ－ブル異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

323  バ－リリ－ス検知 
1 BIN 

00h：正常/不定、01h：バ－リ

リ－ス 

324  開アラ－ム(注2) 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

325  保守点検中 
1 BIN 

00h：通常/不定、01h：保守点

検中 

326  開(注1) 1 BIN 01h：開/不定 

327  閉(注1) 1 BIN 01h：閉/不定 

328  制御モ－ド 1 BIN 00h：自動/不定、01h：手動開 

329  手動中 
1 BIN 

00h：自動中/不定、01h：手動

中 

330  バ－リリ－ス復帰中 1 BIN 00h：正常/不定、01h：復帰中 

331  バ－リリ－ス復帰異常 1 BIN 00h：正常/不定、01h：異常 

332  バ－リリ－ス非常停止中 1 BIN 00h：正常、01h：非常停止中 

333  予備 3 BIN 常時 0 

  合計 336 Byte  

 

注1：発進制御機が手動時のみ開閉状態を設定、自動時は開状態、閉状態共に「00h」を設定す

る。発進制御機が自動/手動どちらの状態であるかは、「発進制御機状態．手動中」デ－タ

の状態にて確認する。 

注2：車線サ－バにて検出する異常 

注3：閉鎖/閉鎖解除は、レ－ン上操作機から閉鎖された時に、車線監視制御装置からの閉鎖解除

制御をロックするために用いる状態デ－タ。 

注4：環道型SICは設定し、環道型SIC以外では予備フィ－ルドとする。 

注5：環道型SICは設定せず、予備フィ－ルドとする。 
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旧 新 備考 

 

 

②デ－タ部フォ－マット 
ｵﾌｾｯﾄ (MSB)       (LSB) bit 
(Byte) 7 6 5 4 3 2 1 0  

0 車両管理台数 (0～15台) 車線 
情報 1 予備(常時 0) 

2 

3 

4 ETC一連番号 (0,1～FFFFFFFFh) 車両 
情報 
(注2) 

 

5 
6 

7 

8 通過時刻(西暦) 

9 

10 通過時刻(月) 

11 通過時刻(日) 

12 通過時刻(時) 

13 通過時刻(分) 

14 通過時刻(秒) 

15 予備(常時 0) 

16 ETC判別結果+再通信結果 

17 セットアップ車種 

18 牽引フラグ 

19 課金車種 

20 第1アンテナ 異常ETC種別(注3) 

21 
22 

23 

24 第2アンテナ 異常ETC種別（常時0） 

25 
26 

27 
28 車両計測結果 

29 予備(常時 0) 
30 

31 

32 割引パラメ－タNo (注1) 将来 
予備 

 
33 通行料金(料金) (注1) 

34 
35 

36 通行料金(単位)  (注1) 
37 

38 利用契約提供者 (注1) 
39 

40 

41 利用契約種別 (注1) 

42 

43 利用契約バ－ジョン (注1) 

44 予備(常時 0) 

45 
46 

47 

注1：デ－タ内容については、ETCデ－タナンバリンク規格書参照。 

当面は将来予備扱いとするため、設定値は常時0とする。 

注2：車線サ－バは車線情報のみ送信する場合、車両情報全てに0を設定し送信する。 

車線監視制御装置は、ETC一連番号が0の時、車線情報のみが設定されているデ－タと

判断する。 

注3：第1アンテナ通知時は第1アンテナ異常ETC種別のみ設定する。 

注：デ－タの型式は、通過時刻はBCD、それ以外のデ－タはBIN。 
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旧 新 備考 

 

 

 

(ETC判別結果＋再通信結果内容 設定値の定義) 
 

(MSB)    (LSB)  

7 6 5 4 3 2 1 0 bit 

 
bit 内容 値 

b0～b7 ETC 判別結果＋再通

信結果 

通常時   1：正常ETC車 

2：異常ETC車 

3：非ETC車 

再通信結果 4：正常ETC車 

5：異常ETC車 

6：非ETC車 

車両管理外 7：正常ETC車(注9) 

8：異常ETC車(注9) 

9：非ETC車(注9) 

10：再通信アンテナ故障 

11：再通信処理中(注1) 

12：再通信指示電文異常 

13：再通信対象車両無し1(注2) 

14：再通信対象車両無し2(注3) 

15：再通信対象車両未通信(注4) 

16：再通信対象車両牽引車(注5)（将来予備） 

17：再通信対象車両車載器ID不一致(注6) 

18：再通信対象車両以外LID一致(注7) 

19：再通信対象車両課金済(注8) 

（4～19 は再通信機能に対応する場合のみ使用する） 

注1：再通信指示応答送信後、車両データ送信前に再通信指示を再度受信した場合 

注2：該当するETC一連番号の車両が存在しなかった場合 

注3：該当するETC一連番号の車両が先頭車両でない場合 

注4：再通信指示後、一定時間内に通信開始しなかった場合 

注5：牽引構造を有する車両としてセットアップされている場合(実際の牽引有無ではない)(将来

予備) 

注6：再通信対象車両の車載器IDが、第1アンテナでの車載器IDと一致しなかった場合 

注7：再通信対象車両以外とLIDが一致した場合 

注8：再通信対象車両が課金済であった場合 

注9：車両退出情報を車線サーバから車線監視制御装置に通知する場合（車両計測結果内容 設定

値の定義を参照) 

（通常時：S2ON、退出時 、再通信結果：再通信完了時、車両管理外：再通信対象から除外

されたとき） 

＜参考＞ 

10以降では再通信による新たなETC処理データ（車線サーバ～料金所サーバ間データ）は生成

しない。 

また、この場合再通信処理回数はカウントアップしない。 
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旧 新 備考 

 

 

(異常ETC種別内容 設定値の定義) 

 

 

 

(注1)、(注2)、(注3)はSIC特有の異常処理のため、収受員対応を考慮し異常内容を明確化

する。 

注1：特定車種制限機能にて異常となった場合。 

注2：登録軸数より計測軸数が多い場合（牽引フラグなし） 

注3：車両管理ずれにより計測軸数がない場合。 

 

(車両計測結果内容 設定値の定義) 

 

 

 

注1：車線監視制御装置において、再通信処理の有効無効を判定するために、以下の処理を行う。 

・SS3OFFのタイミングで車両デ－タを送信する。 

・SS3ONのタイミングで車両デ－タを送信する（正常ETC車を除く）。「ETC判別結果＋再通信結果内容 設定値

の定義」についても参照のこと。 

 

bit 内容 値 

b0 非ETC車(ICカ－ド未挿入) 0：正常 1：異常 
b1 首都高X 0：正常 1：異常 

b2 第1アンテナ通信エラ－ 0：正常 1：異常 
b3 第2アンテナ通信エラ－（未使用） 0：正常 1：異常 

b4 書込みエラ－ 0：正常 1：異常 
b5 認証異常 0：正常 1：異常 

b6 利用契約異常 0：正常 1：異常 
b7 ICカ－ド無効（使用不可） 0：正常 1：異常 

b8 保守カ－ドチェックエラ－ 0：正常 1：異常 
b9 有効期限切れ 0：正常 1：異常 

b10 ICカ－ド無効（一時使用不可・ICカ－ドIDチェック異常） 0：正常 1：異常 
b11 車載器ID無効 0：正常 1：異常 

b12 走行シ－ケンスエラ－ 0：正常 1：異常 
b13 ICカ－ド交換 0：正常 1：異常 

b14 迂回走行 0：正常 1：異常 
b15 車種異常（セットアップ異常） 0：正常 1：異常 

b16 車両番号異常（セットアップ異常） 0：正常 1：異常 
b17 車種異常 0：正常 1：異常 

b18 Uタ－ン 0：正常 1：異常 
b19 料金計算不能 0：正常 1：異常 

b20 Jタ－ン 0：正常 1：異常 
b21 通行時間異常 0：正常 1：異常 

b22 車両番号不一致（未使用） 0：正常 1：異常 
b23 再通信アンテナ通信エラ－（ETCで使用） 0：正常 1：異常 

b24 車種超過(注1) 0：正常 1：異常 
b25 多軸異常(注2) 0：正常 1：異常 

b26 計測軸数なし(注3) 0：正常 1：異常 
b27 
～ 
b31 

予備 常時 0 

(MSB)    (LSB)  

31 30 ・・・・・ 2 1 0 bit 

(MSB)    (LSB)  

7 6 5 4 3 2 1 0 bit 

bit 内容 値 

b0 車高超過（未使用） 0：正常 1：超過 

b1 軸重超過（未使用） 0：正常 1：超過 

b2 軸未検知（未使用） 0：正常 1：未検知 

b3 車両検知器SS3 再通信車両進入・退出検知(注1) 0：退出 1：進入 

b4 

～ 

b7 

予備 常時 0 
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旧 新 備考 

 

 

②デ－タ部フォ－マット 
ｵﾌｾｯﾄ (MSB)       (LSB) bit 

(Byte) 7 6 5 4 3 2 1 0  

0 車線管理台数 (1台) 車線 

情報 1 予備(常時 0) 

2 

3 

4 ETC一連番号 (0,1～FFFFFFFFh) 車両 

情報 

(注1) 
5 

6 

7 

8 通過時刻(西暦) 

9 

10 通過時刻(月) 

11 通過時刻(日) 

12 通過時刻(時) 

13 通過時刻(分) 

14 通過時刻(秒) 

15 予備(常時 0) 

16 ETC判別結果 

17 セットアップ車種 

18 牽引フラグ 

19 課金車種 

20 第1アンテナ 異常ETC種別(常時 0) 

21 

22 

23 

24 第2アンテナ 異常ETC種別(常時 0) 

25 

26 

27 

28 車両計測結果(常時 0) 

29 予備(常時 0) 

30 

31 

32 割引パラメ－タNo  将来 

予備 

 
33 通行料金(料金)  

34 

35 

36 通行料金(単位)  

37 

38 利用契約提供者  

39 

40 

41 利用契約種別 

42 

43 利用契約バ－ジョン 

44 予備(常時 0) 

45 

46 

47 

注1：車線サ－バは車線情報のみ送信する場合、車両情報全てに0を設定し送信する。車両情報

は、SS2進入時（再通信した場合は再通信時）の車両情報とする。なお、車両管理台数は、

SS3OFF（前方退出路に入った）時点で+1として、車線情報のみを送信する。同時に、車両

デ－タ（第1ゲ－トまでの管理デ－タ）の車両管理台数は－1として車線情報のみを送信す

る。SS2ON後の車両が退出（後退退出、及び、第2ゲ－ト・退出路ゲ－ト側から退出）した

時、車両デ－タ（第2/退出路ゲ－ト）に車線情報、及び、車両情報を設定して送信する。 
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②デ－タ部フォ－マット 
ｵﾌｾｯﾄ (MSB)       (LSB) bit 

(Byte) 7 6 5 4 3 2 1 0  

0 車線管理台数 (1台) 車線 

情報 1 予備(常時 0) 

2 

3 

4 ETC一連番号 (0,1～FFFFFFFFh) 車両 

情報 

(注1) 
5 

6 

7 

8 通過時刻(西暦) 

9 

10 通過時刻(月) 

11 通過時刻(日) 

12 通過時刻(時) 

13 通過時刻(分) 

14 通過時刻(秒) 

15 予備(常時 0) 

16 ETC判別結果 

17 セットアップ車種 

18 牽引フラグ 

19 課金車種 

20 第1アンテナ 異常ETC種別(常時 0) 

21 

22 

23 

24 第2アンテナ 異常ETC種別(常時 0) 

25 

26 

27 

28 車両計測結果(常時 0) 

29 予備(常時 0) 

30 

31 

32 割引パラメ－タNo  将来 

予備 

 
33 通行料金(料金)  

34 

35 

36 通行料金(単位)  

37 

38 利用契約提供者  

39 

40 

41 利用契約種別 

42 

43 利用契約バ－ジョン 

44 予備(常時 0) 

45 

46 

47 

注1：車線サ－バは車線情報のみ送信する場合、車両情報全てに0を設定し送信する。車両情報

は、SS2進入時（再通信した場合は再通信時）の車両情報とする。なお、車両管理台数は、

SS3OFF（前方退出路に入った）時点で+1として、車線情報のみを送信する。同時に、車両

デ－タ（第1ゲ－トまでの管理デ－タ）の車両管理台数は－1として車線情報のみを送信す

る。 

SS2ON後の車両が退出（後退退出、及び、第2ゲ－ト・退出路ゲ－ト側から退出）した時、 

車両デ－タ（退出路ゲ－ト）に車線情報、及び、車両情報を設定して送信する。 
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5-11 再通信指示 

（1）内容 

車線サ－バに対し再通信指示を行うためのデ－タ。 

 

（2）デ－タ形式 

①ヘッダ部フォ－マット 

オフセット 

（Byte) 
フィ－ルド名 

サイズ 

（Byte） 
型式 値 

0 フレ－ム長 2 BIN 64 Byte 

2 ETCアドレス 2 BIN 0001h：車線監視制御装置 

4 予備 2 BIN 常時 0 

6 デ－タ種別 2 BIN 40h：再通信指示 

8 日付（西暦） 2 BCD デ－タ送信日付を設定する 

10 日付（月） 1 BCD デ－タ送信日付を設定する 

11 日付（日） 1 BCD デ－タ送信日付を設定する 

12 時刻（時） 1 BCD デ－タ送信時刻を設定する 

13 時刻（分） 1 BCD デ－タ送信時刻を設定する 

14 時刻（秒） 1 BCD デ－タ送信時刻を設定する 

15 予備 1 BIN 常時 0 

 合計 16 Byte  

 

②デ－タ部フォ－マット 

オフセット 

（Byte） 
フィ－ルド名 

サイズ 

（Byte) 
型式 値 

0 制御元装置番号 1 BIN 1：車線監視制御装置 

1 ETC一連番号 4 BIN ETC一連番号を設定する 

5 入口通過日付（西暦） 2 BCD 入口通過日付を設定する(注1) 

6 入口通過日付（月） 1 BCD 入口通過日付を設定する(注1) 

7 入口通過日付（日） 1 BCD 入口通過日付を設定する(注1) 

8 入口通過時刻（時） 1 BCD 入口通過日付を設定する(注1) 

10 入口通過時刻（分） 1 BCD 入口通過日付を設定する(注1) 

11 入口通過時刻（秒） 1 BCD 入口通過日付を設定する(注1) 

12 入口料金所番号 3 BCD 入口料金所番号を設定する(注

1) 

15 入口設定車種 1 BIN 入口設定車種を設定する(注1) 

1～5：車種番号 

0：車種無効 

16 予備 32 BIN 常時 0 

 合計 48 Byte  

 

注1：入口通過日付～入口設定車種の設定パタ－ンは以下とする。 

①入口通過日付＋入口通過時刻＋入口料金所番号＋入口設定車種 

②入口設定車種のみ 

③設定なし 

設定しないフィ－ルドは、0とすること。 
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6-2 電文シ－ケンス詳細 

 

電文シ－ケンスの一覧及び、シ－ケンス概要図を以下に示す。 
シ－ケンス名 シ－ケンス概要 

イニシャライズシ－ケンス 車線サ－バの監視情報の現在状態を吸い上げる。 

ヘルスチェックシ－ケンス 定期的に車線サ－バが稼動していることを通知する。 

個別制御シ－ケンス 制御出力を行う。 

監視イベント通知シ－ケンス 車線サ－バの監視情報に変化があった場合に通知する。 

車両デ－タ通知シ－ケンス 車線サ－バの車両デ－タ（第1ゲ－ト）及び、車両デ－タ（第2/退

出路ゲ－ト）(注1)、車両デ－タ（退出路ゲ－ト）(注2)を通知する。 

リフレッシュシ－ケンス 車線サ－バの監視情報の現在状態を吸い上げる。 

回線リカバ－シ－ケンス 各シ－ケンスにてシ－ケンス異常時に異常復旧シ－ケンスに移行す

る。 

再通信イニシャライズシ－ケ

ンス 

車線監視制御装置～車線サ－バ間再通信処理通信ポ－トのコネクシ

ョンの確立を行う。 

再通信ヘルスチェックシ－ケ

ンス 

定期的に車線監視制御装置～車線サ－バ間再通信処理通信ポ－トが

稼動していることを通知する。 

再通信シ－ケンス 制御出力を行う。 

車線サ－バ間連携シ－ケンス 

(注2) 

環道型 SIC において、車線サ－バ間で連携して退出路ゲ－トの退出

処理を行うための信号を送受信する。 

注1：環道型SICでは車両デ－タ（第2ゲ－ト）とする。 

注2：環道型SICに適用する。 

 

ETC車線監視制御装置及び車線サ－バは、起動後イニシャライズシ－ケンスにてコネクショ

ンを確立し、状態認識合わせを実施した後、ヘルスチェックシ－ケンス、個別制御シ－ケン

ス、監視イベント通知シ－ケンス、車両デ－タ通知シ－ケンス、リフレッシュシ－ケンスを行

うものとする。 
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6-2-1  イニシャライズシ－ケンス 

(1)コネクションの確立 

 3ウエェイハンドシェイクによりコネクションを確立する。 

 ETC車線監視制御装置をサ－バ、車線サ－バをクライアントとし、アクティブオ－プンは車線

サ－バが行う。 

 

(2)状態認識合わせ 

 ETC車線監視制御装置はコネクション確立後、T1秒以内に情報要求(イニシャライズ)を車線

サ－バに送信するものとする。 

 情報要求(イニシャライズ)を受信した車線サ－バは、T2秒以内に車線サ－バの最新の監視状

態を収集し、車両デ－タ及び監視イベントをETC車線監視制御装置に送信するものとする。車

両デ－タは最新の車線管理台数のみを設定し送信する。 

 

(3)イニシャライズシ－ケンスの終了 

 ETC車線監視制御装置は監視イベントの受信をもってイニシャライズシ－ケンスの完了とみな

す。 

 車線サ－バは車両デ－タの送信をもってイニシャライズシ－ケンスの完了とみなす。 

 

(4)制限事項 

 車線サ－バは、イニシャライズシ－ケンスが完了するまで、状態状変による車両デ－タ及び

監視イベントを送信してはならない。 

 

(5)タイマ－値 

 T1＝5秒、T2＝5秒とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

SYN 

ACK+SYN 

ACK 

[14h]監視イベント 

アクティブオ－プン 

パッシブオ－プン 

[01h]情報要求(ｲﾆｼｬﾗｲｽ゙ ) 

T1秒 

T2秒 

[60h]車両デ－タ（第１ゲ－ト） 

[61h]車両デ－タ（第2/退出路ゲ－ト） 
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6-2-2  ヘルスチェックシ－ケンス 

 

(1)ヘルスチェックシ－ケンスの開始 

 イニシャライズシ－ケンス完了後、車線サ－バはヘルスチェック情報をT3秒周期でETC車

線監視制御装置に送信する。 

 イニシャライズシ－ケンス完了後、T3秒以内にはヘルスチェックシ－ケンスを開始するも

のとする。 

 

(2)回線ヘルスチェック 

 ETC車線監視制御装置は、ヘルスチェック情報もしくは監視イベント・車両デ－タを受信す

ることにより当該回線が正常であることを確認する。 

 T3×3回に相当する時間に上記デ－タが全く受信できなかった場合に当該回線を異常である

と判定し、回線切断シ－ケンスを行った後、イニシャライズシ－ケンスに移行するものとす

る。 

 回線ヘルスチェック異常のシ－ケンスを以下に示す。 

 なお、ETC車線監視制御装置は、イニシャライズシ－ケンス完了をもって当該回線のヘルス

チェック監視を開始するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 

T3秒周期 
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(3)タイマ－値 

 T3=30秒とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[22h]ヘルスチェック情報 

T3秒周期 

イニシャライズシ－ケンス 

ここを起点と

して回線ヘル

スチェック監

視を開始す

る。 

T3×3 秒間ヘ

ルスチェック

情報もしくは

監視イベン

ト・車両デ－

タを受信出来

なかった場合

は回線異常と

する。 3回 

回線切断へ 

FIN 

FIN ACK 

FIN 

FIN ACK 

イニシャライズ 

シ－ケンスへ 

イニシャライズシ－ケンス 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 
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6-2-3  個別制御シ－ケンス 

 

(1) 個別制御シ－ケンスの開始 

 定常運用時、ETC車線監視制御装置から車線サ－バへの制御指示がある時、個別制御をETC

車線監視制御装置から車線サ－バへ送信する。 

 

(2)監視イベント送信 

 ・個別制御を受信した車線サ－バはすみやか速やかに制御を行い、監視状態に状変がある

場合は監視イベントをETC車線監視制御装置に送信するものとする。 

・車線サ－バは保守点検中の時は、個別制御を無視し監視イベントの応答は行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[30h]個別制御 

[14h]監視イベント 

車線サ－

バ制御 

制御指示

あり 
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6-2-4  監視イベント通知シ－ケンス 

 

(1)監視イベント通知シ－ケンスの開始 

 イニシャライズシ－ケンス完了後、車線サ－バは監視状態に状変が発生した場合、すみや

か速やかに監視イベントをETC車線監視制御装置に送信するものとする。 

 

(2)状変内容 

 1回の監視イベントに複数の状変が含まれても良いものとする。状変が発生したデ－タ以外

のデ－タは、その時点で車線サ－バが認識している状態を送信すること。 

 

(3)状変通知タイミング 

 車線サ－バの状変検出の性能として、事象検出からすみやか速やかに当該状変を車線監視

制御装置に通知すること。 

 また、連続して状変が発生した場合の監視イベントの通知間隔については、制限を設けな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[14h]監視イベント 

監視状態 

状変通知 

障害発生 
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6-2-5  車両デ－タ通知シ－ケンス 

注1：[60h]車両デ－タ（第1ゲ－ト）、 [61h]車両デ－タ（第2/退出路ゲ－ト）、[62h]車両

デ－タ（退出路ゲ－ト） 

 

(1)車両デ－タ通知シ－ケンスの開始 

 イニシャライズシ－ケンス完了後、車線サ－バは通過車両状態に状変が発生した場合、す

みやか速やかに車両デ－タをETC車線監視制御装置に送信するものとする。なお、車両デ－

タの送信タイミングはSS2ON、SS3ON、SS3OFF及びS1OFFまたはSS2OFF（後退退出時）とす

る。 

 

(2)状変内容 

 1回の車両デ－タに複数の状変が含まれても良いものとする。状変が発生したデ－タ以外の

デ－タは、その時点で車線サ－バが認識している状態を送信すること。なお、車両による

SS3OFFにて第1ゲ－トの管理台数を－1として、前方退出路の管理台数を+1とする。また、

車両がSS2ON後に退出した場合は、退出した時点に、車両デ－タ（第2/退出路ゲ－ト）また

は車両デ－タ（退出路ゲ－ト）にて車線情報、及び、車両情報を設定して通知する。 

 

(3)状変通知タイミング 

 車線サ－バの状変検出の性能として、事象検出からすみやか速やかに当該状変を車線監視

制御装置に通知すること。 

 また、連続して状変が発生した場合の車両デ－タの通知間隔については、制限を設けな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[60h]車両デ－タ(注1) 

車両デ－

タ状変通

知 

車両通過 
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6-2-6  リフレッシュシ－ケンス 

(1)リフレッシュシ－ケンスの開始 

 下記パタ－ンにより情報要求(リフレッシュ)シ－ケンスを行う。 

  ・ETC車線監視制御装置【警報リセット】釦押下時 

 

(2)状態認識合わせ 

 ・情報要求(リフレッシュ)を受信した車線サ－バはT2秒以内に車線サ－バの最新の監視状

態を収集し、監視イベントをETC車線監視制御装置に送信するものとする。 

 ・車線サ－バが保守点検時は、保守点検中になった時の状態を監視イベントで送信するこ

と。 

 

(3)情報要求(リフレッシュ)の送信タイミング制限 

 情報要求(リフレッシュ)はT2秒間連続して送信してはならない。(下図参照) 

 注：但し、T2秒以内にリフレッシュシ－ケンスが正常に完了した場合は、次の情報要求を

送信しても良い。 

(4)タイマ－値 

 T2=5秒。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[02h]情報要求(ﾘﾌﾚｯｼｭ) 

[14h]監視イベント 

T2秒 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[02h]情報要求(ﾘﾌﾚｯｼｭ) 

[14h]監視イベント 

T2秒 
[02h]情報要求(ﾘﾌﾚｯｼｭ) 送信禁止 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[02h]情報要求(ﾘﾌﾚｯｼｭ) 

[14h]監視イベント 

最初のT2秒 

[02h]情報要求(ﾘﾌﾚｯｼｭ) 送信可能 

次のT2秒 

正常受信 

T2 秒以内に正

常に応答 
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(3)監視イベントタイムアウト 

 ETC車線監視制御装置はイニシャライズシ－ケンスにて、情報要求(イニシャライズ)送信後T2

秒以内に、監視イベントを受信出来なかった場合は、タイムアウトとし、回線を切断した後、再

度イニシャライズシ－ケンスに移行するものとする。 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

SYN 

ACK+SYN 

ACK 

アクティブオ－プン 

パッシブオ－プン 

[01h]情報要求(ｲﾆｼｬﾗｲｽ゙ ) 

T2秒 

回線切断へ 

FIN 

FIN ACK 

FIN ACK 

FIN 

コネクシ

ョン確立 

イニシャライズシ－ケンス 

[14h]監視イベント 

イニシャライズ

シーケンスへ 
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6-2-7-2 リフレッシュシ－ケンス異常時 

 

(1)監視イベントタイムアウト 

 ETC車線監視制御装置はリフレッシュシ－ケンスにて、情報要求(リフレッシュ)送信後、

監視イベントを受信出来なかった場合はタイムアウトとし、回線を切断した後、イニシャ

ライズシ－ケンスに移行するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[02h]情報要求(ﾘﾌﾚｯｼｭ) 

[14h]監視イベント 

T2秒 

回線切断へ 

FIN 

FIN ACK 

FIN ACK 

FIN 

イニシャライズシ－ケンス イニシャライズ 

シ－ケンスへ 
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6-2-7-3 TCP/IPソケットエラ－ 

 各エンドともに、TCP/IPソケットにてエラ－を検出した場合は、当該回線を異常であ

ると判定し回線切断シ－ケンスを行った後、すみやか速やかにイニシャライズシ－ケン

スに移行するものとする。 

 

6-2-7-4 TCP/IP回線断 

 各エンドともに、TCP/IPソケットにて回線断を検出した場合は、すみやか速やかにイ

ニシャライズシ－ケンスに移行するものとする。 

 

 

 

 

 

 

送信側 受信側 

デ－タ送信 

回線切断へ 

FIN 

FIN ACK 

FIN ACK 

FIN 

イニシャライズシ－ケンス イニシャライズ 

シ－ケンスへ 

エラ－検出 

アクティブクロ－ズ側 

FIN 

FIN ACK 

FIN ACK 

FIN 

イニシャライズシ－ケンス イニシャライズ 

シ－ケンスへ 

パッシブクロ－ズ側 
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6-2-8  再通信イニシャライズシ－ケンス 

再通信処理通信ポ－トにおけるイニシャライズシ－ケンスを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）コネクションの確立 

3ウエェイハンドシェイクにより車線監視制御装置～車線サ－バ間再通信処理通信ポ－トの

コネクションを確立する。 

ETC車線監視制御装置をサ－バ、車線サ－バをクライアントとし、アクティブオ－プンは車

線サ－バが行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

アクティブオ－プン 

パッシブオ－プン 

SYN 

ACK+SYN 

ACK 
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6-2-9  再通信ヘルスチェックシ－ケンス 

再通信処理通信ポ－トにおけるヘルスチェックシ－ケンスを以下に示す。 

 

 

（1）再通信ヘルスチェックシ－ケンスの開始 

再通信イニシャライズシ－ケンス完了後、車線サ－バはヘルスチェック情報をT3秒周期で

ETC車線監視制御装置に送信する。 

再通信イニシャライズシ－ケンス完了後、T3秒以内には再通信ヘルスチェックシ－ケンス

を開始するものとする。 

 

（2）回線ヘルスチェック 

ETC車線監視制御装置は、ヘルスチェック情報を受信することにより当該回線が正常であ

ることを確認する。 

T3×3回に相当する時間に上記デ－タが全く受信できなかった場合に当該回線を異常であ

ると判定し、回線切断シ－ケンスを行った後、再通信イニシャライズシ－ケンスに移行す

るものとする。 

回線ヘルスチェック異常のシ－ケンスを以下に示す。 

なお、ETC車線監視制御装置は、再通信イニシャライズシ－ケンス完了をもって当該回線

のヘルスチェック監視を開始するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 

T3秒周期 
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（3）タイマ－値 

T3＝30秒とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 車線サ－バ 

[22h]ヘルスチェック情報 

T3秒周期 

再通信イニシャライズシ－ケンス 

ここを起点と

して回線ヘル

スチェック監

視を開始す

る。 

T3×3 秒間ヘ

ルスチェック

情報を受信出

来なかった場

合は回線異常

とする。 

3回 

回線切断

へ 

FIN 

FIN ACK 

FIN 

FIN ACK 

再通信イニシ

ャライズシ－

ケンスへ 

再通信イニシャライズシ－ケンス 

 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 

[22h]ヘルスチェック情報 
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(6)ETC処理部回線断 

車線サ－バ(監視制御部)と車線サ－バ(ETC処理部)間の回線障害中に車線監視制御装置から

再通信指示を受信した場合、指示受付失敗と認識し、車線監視制御装置に再通信指示応答

(ETC処理部異常)を送信する。 

 

(7)タイマ－値 

t2=デフォルト10秒とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線監視制御装置 

車線サ－バ 

（監視制御部） 

車線サ－バ 

（ETC処理部） 

再通信指示 

再通信指示応答（ETC処理部異常） 

ETC処理部異常 回線断 

ETC処理部間の回線が切

断されている場合は、再

通信指示応答（ETC処理

部異常）を通信する。 

接続状態 
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6-2-11  車線サ－バ間連携シ－ケンス 

注:本シ－ケンスは環道型SICに適用する。 

入口車線で退出路ゲ－トの退出処理を行う場合を想定した車線サ－バ間連携シ－ケンスを

以下に示す。出口車線で退出処理を行う場合は、入口車線と出口車線の記述を読み替えるも

のとする。 

なお、本シ－ケンス中においても車線サ－バは車線監視制御装置に車両デ－タを送信す

る。 

 

(1)退出開始操作通知の送信 

定常運用時、入口車線に異常ETC車または非ETC車が進入し、車線監視制御装置で退出路

ゲ－トの退出開始操作を行った場合、車線監視制御装置は個別制御(車両退出(退出路ゲ－

ト))を車線サ－バ(入口車線)へ送信し、車線サ－バ間連携(下り)(退出開始操作通知)を車線

サ－バ(出口車線)へ送信する。 

 

(2)退出開始応答の送信 

車線サ－バ(出口車線)は車線内の正常ETC車がすべて退出したと判断した時点で、車線サ

－バ間連携(上り)(退出開始応答)を車線監視制御装置へ送信する。 

車線監視制御装置は車線サ－バ間連携(上り)(退出開始応答)を受信した時点で、車線サ－

バ間連携(下り)(退出開始応答)を車線サ－バ(入口車線)へ送信する。 

 

(3)退出完了通知の送信 

車線サ－バ(出口車線)は車両検知器SS4で車両の退出を検知した時点で、車線サ－バ間連

携(上り)(退出完了通知)を車線監視制御装置へ送信する。 

車線監視制御装置は車線サ－バ間連携(上り)(退出完了通知)を受信した時点で、車線サ－

バ間連携(下り)(退出完了通知)を車線サ－バ(入口車線)へ送信する。 
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7． 規定値一覧 

 本インタフェ－スにて使用する規定値の一覧を以下に示す。 
No 項目 ETC車線監視制御装置 車線サ－バ 種別 

1 IPアドレス 料金所毎に定める 料金所毎に定める パラメ－タ 

2 ポ－ト番号1 （内容は契約後開示とする） パラメ－タ 

3 ポ－ト番号2 パラメ－タ 

4 ポ－ト番号3 パラメ－タ 

5 ポ－ト番号4 パラメ－タ 

6 ポ－ト番号5 パラメ－タ 

7 ポ－ト番号6 パラメ－タ 

8 ポ－ト番号7 パラメ－タ 

9 ポ－ト番号8 パラメ－タ 

10 ETCアドレス 0001h 0002h パラメ－タ 

11 T1タイマ－ 

－ 

5.0[秒] 

最小：0.5秒 

最大：15秒 

パラメ－タ 

12 T2タイマ－ 5.0[秒] 

最小：0.5秒 

最大：15秒 

－ 

パラメ－タ 

13 T3タイマ－ 30.0[秒] 

最小：10秒 

最大：1000秒 

30.0[秒] 

最小：10秒 

最大：1000秒 

パラメ－タ 

14 Tcタイマ－ 

－ 

10.0[秒] 

最小：10秒 

最大：1000秒 

パラメ－タ 

15 再通信ポ－ト番号1 （内容は契約後開示とする） パラメ－タ 

16 再通信ポ－ト番号2 パラメ－タ 

17 再通信ポ－ト番号3 パラメ－タ 

18 再通信ポ－ト番号4 パラメ－タ 

19 再通信ポ－ト番号5 パラメ－タ 

20 再通信ポ－ト番号6 パラメ－タ 

21 再通信ポ－ト番号7 パラメ－タ 

22 再通信ポ－ト番号8 パラメ－タ 

23 t2タイマ－ 

－ 

10.0[秒] 

最小：0.5秒 

最大：15秒 

パラメ－タ 

 

8． 実装における補足 

 

(1)キ－プアライブタイマ－ 

 本インタフェ－スにおいては、回線ヘルスチェックをアプリケ－ションにて実装しているた

め、キ－プアライブを行う必要は無いが、トラフィックに影響を与えない範囲で実装しても良い

こととする。 

 但し、実装する場合はキ－プアライブタイマ－値を2時間以上とすること。 

 

 

 


